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プロジェクトマネジャーのためのRAGの活用
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RAGは「Retrieval Augmented Generation」
の略で、情報検索と生成AIを統合し、必要な文
脈に応じた高精度の情報提供を行う技術です。

RAGは情報生成の前に関連データを検索し利
用するため、ハルシネーションなどの不正確な情報
生成を抑え、信頼性の高い回答が得られます。

RAGを活用することで、プロジェクト管理上の
ノウハウを効率的に再活用出来ます。

例えば成功事例、失敗事例、リスク管理戦略、
ステークホルダーとのコミュニケーション方法、進捗
管理のテクニック、変更管理のプロセスなど。

RAGのワークフローを活用することで、プロジェクト
の提案から具体化して、評価、フィードバックまでて、
システマティックなフローを構築出来ます。
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※ DALL-E3で生成した『プロジェクトマネージャがRAGを活用するイメージ』

Retrieval-Augmented 
Generation
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※ハルシネーション：生成AIが作り出す現実には存在しない世界・回答
（対策としては出典の明確化などがあるが、原理上ゼロにすることは困難！）

RAGとは？
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 RAGとはノウハウを蓄積してLLMと組合せて再利用する仕組みです

ユーザの問いに対して、LLMにあらかじめカンニングペーパを渡しておいて的確な回答を得る仕組み
単発のLLMへの問いでは、未学習のものは答えられないし、ハルシネーションを生みやすい

枠内のRAGに如何に内部に培ったノウハウを蓄積するかがポイント
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蓄積するノウハウをベクトル化

RAGの
ナレッジベース

ユーザからの問い RAGとLLMを組合せた結果をユーザに返すユーザへの回答

クエリの求めるベクトルと内積（COS近似）で近い情
報をRAGから引き出す

Question Prompt LLM Answer

Embed Model Vector DB Relevant 
Docs
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 RAGによる既存ナレッジとの組合せで最適解を得ます生成AIでRAGが必要になる領域

単発のプロンプトによる
問合せで得られる領域

RAGによる経験の蓄積と
組合せて最適解を得る領域

組織として生成AIを活用して、大きな効果を
得るには、
①組織の中にナレッジを蓄積する仕組み
②外部の情報（LLM)とリンクする仕組み
これらを合わせた統合ナレッジを生み出す
仕組みが必要（業務フローの変革も必須）

このレベルでも効率化の
効果は大きいが
属人的な範囲で留まる
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https://www.pmi.org/learning/thought-
leadership/prompt-engineering

「プロジェクトマネージャのためのプロンプト
エンジニアリングの解説書」を基に作成

https://www.pmi.org/learning/thought-leadership/prompt-engineering
https://www.pmi.org/learning/thought-leadership/prompt-engineering


RAGのタイプ
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 単発のプロンプトでは難しい複合的な処理を、蓄積／ネットから収集などした
知識と組合せて実現します。

大規模言語モデル（LLM）
を活用して、蓄積したナレッジ
（RAG）と組合せて
ChatBotと構築します。

インターネットから収集する
などの自律的な処理を実施
するエージェントを構築します。

条件により分岐が発生したり、
イタレーションが発生する処理
であっても、ワークフローにより、
統合的なフローを構築します。



ノーコードによるRAGの構築
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 Dify：多様なRAGタイプを様々なモデルと組合せて
ノーコードで実現

Comprehensive model support

Feature comparison ノーコード、ローコードで生成AIのAPIと連動、ワークフローまで構成
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https://medium.com/@myscale/
how-to-build-a-rag-chatbot-
with-myscale-and-dify-
80f05f110f5c

How to Build a RAG Chatbot with 
MyScale and Dify

https://medium.com/@myscale/how-to-build-a-rag-chatbot-with-myscale-and-dify-80f05f110f5c
https://medium.com/@myscale/how-to-build-a-rag-chatbot-with-myscale-and-dify-80f05f110f5c
https://medium.com/@myscale/how-to-build-a-rag-chatbot-with-myscale-and-dify-80f05f110f5c
https://medium.com/@myscale/how-to-build-a-rag-chatbot-with-myscale-and-dify-80f05f110f5c


DifyによるChatBot型RAGのイメージ①
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PDFのファイルを読み込ませる。
１つあたり15MB以下になるよう、大きなファイルは
Acrobatで分割した（10MB以下指定）

 PDFをナレッジとして読み込み
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DifyによるChatBot型RAGのイメージ②
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保存する

今回はお任せモードでチャンク（分割）、インデキシングを行った。
（カスタムでも色々チューン出来る）
右側にはチャンクした結果が表示される



DifyによるChatBot型RAGのイメージ③
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ナレッジを基に回答が返される読み込んだPDF群のナレッジ

3つの単語の意味と実施内容を質問する

 組織用だけでなく、パーソナル用途でも簡単に
RAGを構築できる



Difyによる自立エージェント型RAGのイメージ
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インターネットから、最新の株価情報や関連する
記事を抽出してくる
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Difyによるワークフロー型RAGのイメージ
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業務フローに合わせて、「ワークフロー」型で複合的な処理をこなす

ユーザからの問いの分類

RAG1から情報抽出

RAG2から情報抽出

LLMでダイレクトに回答生成

最適なRAGを選択

Difyは、後発であるが、ワークフロー型、ノーコードでRAGが作れる仕組み
として、今非常に人気が出ている
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Dify環境の構築の流れ

※ 以下の試行は、個人の試行レベルであり、商用環境によるフローではないことにご注意下さい。
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Git for Windowsのインストール
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Docker for Windowsのインストール

メールアドレスで検証
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Docker DesktopをWindowsメニューから起動する
Windowsメニューで、アプリケーションで 下記Docker画面を起動する。
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github  difyを立ち上げる https://github.com/langgenius/dify
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https://github.com/langgenius/dify
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difyを立ち上げる① https://github.com/langgenius/dify

Git CMDで、“git clone”と入力後、Paste
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https://github.com/langgenius/dify
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difyを立ち上げる② https://github.com/langgenius/dify
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https://github.com/langgenius/dify
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difyを立ち上げる③ 
１）

２）

３）

４）

完了したら、difyでログインする

docker compose up –d（初回環境構築時のみ実施）
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difyを立ち上げる④ README.mdに移動して、https://localhost/install  から入る
ローカルPCで実行するが、difyのライセンスは必要ということ
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https://localhost/install
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difyを立ち上げる④ 
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Open AI APIキーの設定①
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Open AI APIキーの設定②
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Open AI APIキーの設定③
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Difyへ APIキーの設定④
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Difyへ APIキーの設定⑤

組織ID
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Difyへ APIキーの設定⑥ Difyに対して、OpenAIとdeepseekのAPIのセットアップが完了している状態
（セットアップの上に緑色のランプが付いている）
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まとめ

 RAGはプロジェクトマネジャーが必要な知識を収集する上で強力なツールとなります。
プロジェクトの初期の『価値検討フェーズ』、PoCなどで、Conceptの妥当性を検証する際や、
潜在するリスクの洗い出しなどに活用出来ます。



 RAGはPrompt Engineeringと同様に生成AIの進化とともに常に有効な仕組みが生まれてい
ます。この進化のトレンドを把握することは大きな価値を生み出します。

 RAGのオープンソースではLangChainが有名ですが、ノーコードで複雑なワークフローまで構築
出来るDifyが、プロジェクトマネジメントの世界でも強力なアシストツールとなってきています。

 プロジェクトマネジャーは、生成AI分野の急速な進化を恐れずに、果敢にTry＆Goで試すことで
対象プロジェクトのコントロールに知見を活かすとともに、大幅な効率化、イノベーティブなアイデア
の創出と組込みに活用出来ます。
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おわりに

本資料の作成グループ：AI@Work WG1 D0チームでは、プロジェクトマネジメントの観点で、
AIを含むプロジェクトを成功させて、価値を実現するための手法を研究しています。
研究の成果を、コンフェレンスでの発表、ブログ記事、スライドなど様々な形式で発信していきます。

我々と一緒に研究したいという仲間の方を常時募集しています。
またお気付きの点、アイデアとか、前向きに取り組みを進めるためのご意見をお待ちしております。
（AI＠Workまで）

メンバー：小林(リーダー）、小山、岡元、高橋、高屋敷、川田、太田、山田、伊藤、
稲葉、高野
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